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                 生駒市立緑ヶ丘中学校    校長 滝澤治生 

 

みなさん、ご入学・ご進級おめでとうございます。いよいよ 3学年そろっての学校生活が 

スタートしました。まずは新しい仲間や先生との交流を大切にしてください。 

  校長室だよりでは、学校での行事やイベント、生徒の皆さんの活躍などを積極的に発信し

ていきたいと思っています。1年間どうかよろしくお願いします！！ 

 

◇ 始業式でのお話より（一部抜粋） 

新年度の幕開け、まずは春休み中皆さんが無事に過ごしていたことが何よりでした。再び

こうして少し大人になった皆さんの顔を見ることができて、とてもうれしく思います。 

今までにもお話してきましたように、新年度、新学期は、未熟な自分やよくないできご

とからリセットし、気分新たにスタートできる絶好の機会です。春休み中に思い描いてき

たことをしっかりと実現できるように、みんなで頑張っていきましょう。 

ところで、新しいことに取り組むとき、自ら計画することもあれば、人から頼まれたり頼

られたりすることもあると思います。新年度はそういう機会も多いと思いますので、今日

はそんなときの話をしたいと思います。 

何かを頼まれたとき、「うわ、大変そうだな」とか「めんどくさそうだな」、「乗り気になら

ないな」なんてことは誰しもよくあると思います。そもそも「なんで私なん？」と感じるこ

ともあるかもしれません。しかし、そこで相手の立場になって考えてみると、相手にとって

は「この人なら大丈夫」、「この人なら信頼できる」、「この人にピッタリだ」などと考えた上

での頼み事なのだ、ということに気が付きます。もちろん、頼む側としては、一方的な押し

付けになっていないか、都合よく相手を利用しようとしていないか、などしっかりと考え

る責任があります。 

頼み事というのは、断っても誰かがやらなくてはならない。みなさんに学んでほしいこ

とは、自分のやりたいことと、やらなければならないことは、必ずしもイコールではない

ということです。もっと言えば、世の中ではあまりやりたくないなと感じることの方が多

いのかもしれません。 

自分で決めたことの中にもありますよね。楽しく取り組めることとそうでないこと。 

たとえば球技。ボールを使った練習は楽しいですが、走り込みやトレーニング、フットワー

クなど、しんどい。でも自分の土台を作るのにとても大切なメニューもあります。やりたく

ない内容ほど、実はとても大切だったりします。 



◇ 対面式を行いました 

4 月 10 日（金）、新入生の皆さんを歓迎する「対面式」を行いました。生徒会役員の皆さ

んが主体となって、委員会紹介や部活動紹介、学校の施設の紹介などがありました。 

2・3 年生にとっては、上級生としての自覚をより強く持つことにつながり、1 年生にとっては

中学生になった実感をより高めるための場となりました。緑中生としての絆が生まれた第1歩 

だと思います。 

      

       委員会紹介           部活動紹介（美術部）            施設紹介 

 

◇ 保護者の皆様へ 

 平素は本校教育にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。今年度も引き続き、 

生徒が安心して学校生活を送り、学びや活動の楽しさを実感する学校づくりを目指してまい

ります。今後とも温かなご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

  

  ｂｒｅａｋ ｔｉｍｅ    直線を書き入れる問題 

               
図のように、一筆書きされた星形があります。これに直線を 2本書き入れて、三角形を 10個 

作ってください。例えば、例のように 1本の直線を書き入れれば 7個の三角形ができますね。 

   こんな感じで三角形を作ります。ただし、例の直線は正しいものとは限りません。 

                                          

                                    例 

            

 

 

 

 

 

＊答えはホームページを見てください。   生駒市立緑ヶ丘中学校 ＞ 校長室だより 


